
中学校 総合的な学習の時間におけるカリキュラム・マネジメントの取組

【カリキュラム・マネジメントの３つの側面】
①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で、
その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。

②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、
教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを確立すること。

③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら
効果的に組み合わせること。

カリキュラム・デザイン

PDCAサイクルの確立

内外リソースの活用

①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で、その目標
の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。【カリキュラム・デザイン】
育成を目指す資質・能力を明確にし、共通理解を図るとともに、資質・能力の育成に向けた単元計画を
作成・共有する事例 大分大学教育学部附属小・中学校

資質・能力の系統表を作成・共有 各教科等との関連を明記した単元計画等を共有



①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で、その目標
の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。【カリキュラム・デザイン】
学年団で単元計画を見直し、各教科等との関連を明確にするワークショップを実施

臼杵市立西中学校

【ワークショップの時期：年度当初】

【ワークショップの進め方（例）】
①各学年の総合的な学習の時間の年間
指導計画をA３に拡大し、模造紙の中
央に貼り付ける。
※学年部で検討する。

②各自、当該学年の教科書を持ち寄り、
他教科等との関連を検討。
★資質・能力の活用・発揮
★内容面の関連
が明確になるようにするとよい。
いずれも具体的に記述することが大切。

③②で出し合った内容等を検討し、年間
指導計画を修正して実践に備える。このワークショップでは、活用する教育

資源も出し合って確認しています。

②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、
教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを確立すること。【PDCAサイクルの確立】
単元計画の実施状況を確認して成果と課題を明確にし、次年度につなぐ取組

中津市立中津中学校

【ワークショップの時期：年度末】
【ワークショップの進め方：学年部】

①総合的な学習の時間の単元計画をA３
に拡大し、模造紙の中央に貼り付ける。

②単元の実施状況を付箋紙に書き出す。
成果・・・・水色付箋
課題・・・・ピンク付箋
改善案・・黄色付箋
※付箋には具体的に書き出す。
※付箋は分類してまとめる。

③②で出し合った内容等を検討し、単元計
画を修正する。（データ化して保存する）

④次年度早々に、新学年部で③の単元計
画を確認する。

職場選択・連携
について

各教科等との
関連について

探究プロセス
について

授業設計に
ついて

取組の成果
について



②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、
教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを確立すること。【PDCAサイクルの確立】
単元計画の実施状況を確認して成果と課題を明確にし、次年度につなぐ取組

臼杵市立西中学校

研究主任より、次の点を確認
★教育課程の編成は全教職員の協力のも
とに行うこと
★創意工夫を生かした教育課程編成のため、
学級や学年、教科等の枠を超えて教師同
士が連携協力すること
★「生徒の姿」で検証・改善していくこと

【授業実施後の研修会の流れ（例）】
①教科等横断的な視点で単元を振り返る
（例）総合担当・社会担当・国語担当・特活担当
②本時を振り返る
③質疑
④本時・単元について、「生徒の姿」で検証する
○よかったところ △改善が必要なところ
⑤各学年の年間指導計画を見直す
△見直すべきところ、改善すべきところを付箋に書いて貼る
※どのように改善していくのか、具体的に書く。

③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果
的に組み合わせること。【内外リソースの活用】
学習活動や教育資源の活用について、教材を拡散的・多角的に検討する取組

豊後大野市立三重中学校

【ワークショップの進め方（例）】
①中心となる学習対象を模造紙の真ん中に書く。
②学習対象から想定される学習活動や生徒が関わる対象、
関連する各教科等を、①の周りに書く。
★ピンク付箋・・想定される学習活動
★水色付箋・・生徒が関わる対象
（内外の教育資源）
★黄色付箋・・関連する教科等
※内外の教育資源については、具体的な名称で書き出
す。（施設、人物名、場所など）
※②では、思いついたらとにかく書く。実現可能性はあとで
検討する。

③②で書き出した内外の教育資源について、学年ごとに
データ化してまとめる。
※具体的な名称、連絡先などを記入しておく。
※単元を実施していく中で新たに活用した教育資源の情
報は、③のデータに追記していく。
※③のデータは当該年度末に実績として残し、次年度の
単元計画作成に生かす。



③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果
的に組み合わせること。【内外リソースの活用】
総合的な学習の時間における教育資源の活用を積極的に進める取組

佐伯市立佐伯城南中学校

【佐伯城南中学校の取組】
（１）探究課題
①ふるさと佐伯の魅力とその継承・発信に取り組む人々
や組織の思いと創意工夫、課題解決の意義
②働くことの意義と働く人の夢や願い、ふるさとへの思い
二つを相互に関連付けて単元を構想

（２）教育資源の活用（外部人材活用）
①佐伯市役所観光課、観光協会から講師を招き、佐
伯における観光の現状等についての講演会を実施。
②佐伯市旧郡部８地区の振興局職員から、その地域
の特徴等の講話を聴く機会を設定。
③講話後、現地見学ルートや学習テーマ当を生徒が検
討。
④外部講師のリスト、当日の実施要項等はデータにして
学校全体で共有。

（３）体験活動の充実
公共交通機関を使用して佐伯市旧郡部８地区に出向
き、フィールドワークや講師からの講演を実施。
（学年部等９名体制で引率）

③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果
的に組み合わせること。【内外リソースの活用】
総合的な学習の時間における教育資源の活用を積極的に進める取組

豊後高田市立田染中学校

【豊後高田市立田染中学校の取組】
□教育課程の実施に必要な教育資源の確保について
・田染地区の物的資源をまとめたり、豊後高田市田染地
域学校支援本部の地域支援コーディネーターの協力を得
て、指導者を紹介してもらったりしている。
・地域人材活用フロー図を作成し共有している。

□教育資源の確保及び維持
・地域人材の実際の活用については、紹介してもらった指
導者と学校側が直接交渉し、日時や内容を決めている。
・学校支援ボランティア登録者は101名。
（環境整備‥66名、見守り・体験支援35名）
・学校支援ボランティアは、学校運営協議会の見守り・体
験支援班とも関連しており、学校運営協議会の中でも、
ボランティア登録の呼びかけや新たな人材の発掘について
協議している。
・小中連携会議の伝統文化部会では、活動の記録を残し、
人事異動で担当者が変わっても対応できるようにしている。

物的資源

人的資源

地域人材活用フロー図


